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交換･伝送

ファクシミリ

画像処王里

放送ビデオ

帖報化社会の■卦窒化･多様化にイ半し-,j劇三分野に対する要求は,従来の

電話の音声イ言号を主体とLた電話通イJシステムから一句條･デ【タを包含す

る情報通信システムへと格りつつある.〕この市場の要求にこたえるため,

新製品の開発,改良を精力的に行ない,大きな成果を挙げることができた｡

交挽機の分野では,従火の機械的一枝∴うこに代え､電-r･スイ･ソナを通話路と

Lて一抹用するととい二,幾多の新†立術をj洋人したDTSl-ぢ一ディジタル中

継‾女挽機用通話路一装置を,日本電†言電話公ネLへ納入Lた｡またPCM仁ミ送

用の長池艮､光ディジタ′レ伝送装置,ノ之びコンビューータ集中制御用の光モジ

ュールを開発したく｡二れらは,ディジタル化指Irりの市場要‾求を満たすもの

として,/ナ後変に発展してし′‾ゎく ものと期待される｡.災害時の通イi=i連絡手段

とLて広く抹川されているl坊災行i牧無線システムでは,担+線と電波グ)有効

利川を図るためのマルチナャネルアクセス方式を用いたl上Ⅰ内一乾初のシステ

ムを東京都に,また市町村向けに防災行政無線同定系システムを多数納入

した､⊃ 更に,複数のマイクロプロセ､ソサの並列処理による旭イ言網トラフイ

ソクシミュレータを【1本電†i享電話公社に納入した｡

[叫伯三通イ‾こ一言の分野では,牛与にi主口されるのは詫言妥の伸び■が著しいフ丁アン

ミリの動｢Fl]で,なかんづく安イ而な高速機の汁.硯が守夏まれていたが,二の山

J易の要求にこたえるため｢HIFAX700シリーズ+を開発し発売した√〕出際標

準にでナ致Lた卓_卜形A4判のファクシミリ装置でGIII規格を標一箪とLGII機

椎とも不‖二日二通イ言でき,かつ佃柿,維持費とい二従来の中速機並みでJ濃供で

き,乍後の高速械の二i三力機櫨とLて大いにi古躍が期待できるr⊃ またC400

系の既存クロスバ‾女挽機に付加L,仙人ファクシミリ舶への接続機能を

与えるためのC400形日動交授機加入フー戸クシミリ過イ言システム用装置を

【J本電信電話公社ノ＼納入Lた｡一方,担j像解析システムを利用するいわし′わ

るリモートセンシングの応用分野は/ト捜その重安′性が認識され注目を浴び

ている技術であるが,地上求観測衛んL‥LANDSAT''の観測l酬象を他って資

i原探査･瑞鳩監視を行なうための匝jイ象解析システムを,字召f開発車業団に

納入した｡

放送機器分野では,放送用ポ∵タブルカメラ小SK-91'Iを開発し,多数の

納入尖績を得た｡機動作と操作件の改善を図りかつ人形カメラとl司等のFrf】i

官fを得ることができるので,ポータブルカメラ,スタジすバックア､ノブカメラ

とLての用途にその三拝上之を発押するものと思われる｡また従来の軸イ象管に代

わる固体槻條素十を用いたRGB3板式固体カラーカメラを開発した｡

池イ言機器分野では,音声,データJ之び画像を統合した情報過信システム

への指向を基調に,ディジタル化,向像処二曙､ノ女び回線の有効利用といっ

たニーズが生じているが,今後ともこの動向に対応した製品開発の巌開が

期待される｡
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図I DTSl号ディジタル中継線交換機

用通話路装置

交換･伝送
DTSl号ディジタル中継線交換

機用通話路装置を轟内入

本装置は,ディジタル中継線`交換機

用に開発された通話路装置であり,外

観を区= に示す｡

本装置は,従来の機イ城接点に代わる

ものとして､1五J′-スイ ッチを用い,デ

ィジタル符号化された-iヤ声を交換する

通話榊各スイッチと,交換に必安な局ドij

のイi言ぢ一をディジタルi寅算技術を糊いて

送′受仁子するイ言ぢ一装置,更にこれらの装

;#を蓄枯プログラムこ別御方式により制

御する過言古土略肘J御装置から椛成される｡

また,二仁安部をLSI化することで,装

荷の小形化を川っており,1装置当たリ

3,360[日l線まで収容することができる｡

本装置は,昭和54年10月に日本電信

花講公社J吾ヶ崎J弓に納人きれた｡

長波長帯光ディジタル伝送装置

を開発

光フ7 イバ通信で艮波士主帯を用いた

光ファイバ過イ言は,その低才員尖特性を

もっているため今後の通信の本命とな

る｡送信機用光i原として長波長借(1.3

〟m)､卜導体レーザ,′乏イ言機用′受光素/一

と してGe-アバランシュホトデイオー

トを用いた光ディジタル伝送装置(図

2)を開発した｡本装置はPCM(Pulse

Code Modulation)-2次群及び3次群

に相当する 6.3Mビット/s(電話96チ

ャネル相当),32Mビット/s(電話480
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図2 長三皮長帯光ディジタル伝送装置

静

区】3 光送受信モジュール

チャネル相当)の情報量を伝送する装

置で,30～40kmの無中継伝送が‾一丁r能で

ある｡公衆通信をはじめ,電力会礼の

系統保讃情報リレーのfム送,道路網冒さごこ

視用のデータf∠三送など,耐誘導性,岳

信栢什及び高品質性が要求され.更に

大谷量,艮距離仕送が必一安とされる情

報†よ連装置とLて適している｡

光速受信モジュールの開発

日立製作所及び日立電線株式会社

は,ディジタルf言号を光イ云送する際に

必要となる電光,光電変換モジュール

を共同で開発し(図3),コンピュータ

集中制御用光データフリーウェイシス

テムに組み人れ,新日本製毒裁株式会社

君津製織所へ納人した｡この光送′受信

モジュールは,従来の個別-､半導体によ

る回路構成をハイプリソドIC化L,

製作工程の削減と′J､形化,高信根化を

凶った点に特長がある｡また,30Mbps,

5kmの伝送が可能であり,動作f古工度範

阿も0～700cと幅広い｡今回の製鋼工

程への導入をはじめとするプロセス制

御用システムだけにとどまらず,光デ

バイス(光スイッチ,光分岐器,光分

波器など)との組合せにより,各種光

データ伝送システム用としても最適な

製品である｡

SER-656形戸別受信装置 SER-6引形屋外受

ご£∴‥

〉宍ご〟

ぎ澤

セミこ#

袋器ミ…‡三三至

■Q触l■■

宴‥窒≡≡重義ごぷ‾
_"__ノ道義毒蔓頚■之ノ…,寸
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SCF-71i形親局装置

図4 市町村巨万災行

政無線システム機器

市町村防災行政無線固定系

システム

本システムは,巾町村役場から一一般

1J民に対して,災/㌔子の予報及び通報を

行なうためのl坊災行1攻無線システムで

ある｡市町村親局からは,各築満及び

地域′家庭をf｢古文は一一斉に呼び出して

放送することができる｡不システムは,

既に約細‾市町村に納入されているが,

今担‾l機器の多機能化とデザインの-一新

を図った(図4)｡七な柑士主を次に述べる｡

(1)親局装置は,集落単位のグループ

呼出し20,個別呼出し100など,大谷

量の選択呼.ワニ1L機能をもち,かつ毅大

5システムまでの農業ノ女び漁業協同組

合親切装置と接続することができる｡

(2)屋外受イ言装帯は,容積30Jという

′ト形設計であり,サイレン吹鳴機能な

どをオプションとして準備してし､る｡

(3)戸別′受信装置は,仇消費電流の設

計となっている｡

マルチチャネルアクセス防災

行政無線システムの開発

地震,風水害などの災害が発生Lた

場合,県庁と市町村を結ぶl妨災行政無

線システムは有力な通信手段となる｡

従来,多数の道府県に納人したシステ

図5 端末局用無線装置

信装置

ムでは,10局ぐらいから成る端末局群

ごとに単一 -無線凶線1凶線をう刊り当て

る方式を用いていたが,東京都のよう

に,電波伝搬の可能な地ゴ或内に多数の

端末局を設置する場合には,これら端

末局群に複数の無線回線を共川させ,

し､わゆるマルチチャネルアクセス方式

を抹用することによって,大幅に回線

の使用効率を高め,電波を有効に利用

することができる｡郵政省が東京都及

び1攻令指定都市に対して本方式を許可

する方針を打ち出すと同時に,日立製

作所ではその開発･‾製品化に着手し,

昭和55年3H,東京都に国内最初のシ

ステムを納入し,現在順調に稼動して

いる(図5)｡
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図了 CA400号A共通処王里装置架

BC BC

図6 通信網トラヒックシミュレータ■`NEWTS''の構成

通信網トラヒックシミュレータ

の開発

日本電信電話公社武ノ哉野電気通信研

究所と共同して,多数のマイクロプロセ

ッサの並列処理によって,通信網のトラ

ヒック特性の解析を高速に行なう通信

網トラヒックシミュレータ"NEWTS''

(Network Traffic Simulator)を開

発Lた(図6)｡

/卜凹開発した装置は,マイクロプロ

セッサ6800の20台構成のもので,交換

点対応の19台のノードプロセッサと1

台のマスタプロセッサから成る｡電話

網の場合では,汎用大形計算機に比べ

て,約2偶の高速化を実現し,作能/

価格比の大幅な改善がⅠ切られた｡ハー｢

ドゥェア方式は,通信網モデルの拡張

に容易に対処できるF皆層共通バス方式

を開発し,最大1Mバイト/秒の通信

速度と方式上最大64プロセッサまでの

接続を可能にしている｡

ファクシミリ
C400形自動交換機加入ファクシ

ミリ通信システム用装置の轟内入

本装置は,C400系の既存クロスバ

交枚機に付加し,加入ファクシミリ網

への接続機能を与えるための装置であ

る｡交換接≠続処理で加入者識別情報と

して使用している発呼者の収容位置情

報を検出し,これを発呼者電話番号に

変換した後,加入ファクシミリ綱へ送
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出する機能をもつ｡本装置はTTL(Tran-

sistor Transistor Logic)論理から

成る中央処理装置,入出力装置として

のフロッピディ スク及び既二仔電話交換

機との情報送′乏のための電磁･電子イ

ンタフェース装置などから情成される

(図7)｡なお,本装置は蓄積プログラ

ム音別御方式を採用している｡

日立製作所は,1号機を日本電イ言電

話公社生野別館局へ納入し,その後,

東京及び大阪での商用試験用として約

30局に納入した｡

感熱高速ファクシミリHIFAX

700シリーズを開発

国際標準に合致した卓上形A4判感

熱高速ファクシミリ(図8)を8機構開

発した｡この装う茸は新規開発した薄日莫

感熱記録ヘッドを記録部に,2値化LSI

を読耳招｢;に採用L,高品質の画像を得

るとともに,マイクロコンビュ【タ制

御による帽はい不‖立通信性を兼ね備え

た小形,軽量の高速ファクシミリ装置

である｡本シリーズの主な特長を次に

述べる｡

(1)GIII規格を標準とし,GII規格の

伝送モード,在来機HIFAX541形との

相互通信モードを装備できる｡

(2)B4判原稿まで読み取り,′受信側

の記録紙サイズに合わせて縮′ト(A4

機),又はフルサイズ電送(B4機)が

可能である｡

(3)送信は常に9,600bps電送を可能と

し,通信コストの低減を図ってし-る｡

図8 HIFAX700シリーズファクシミリ装置

(4)通信相手機種を自動識別し,相手

のモードに合わせて送受信を行なうの

で,操作が簡単である｡

画像処王里
+ANDSAT一貫画像処王里シス

テムの完成

地球観測衛星LANDSATの観測画

像を用いて資源探査や環境監視などを

行なうには,画像ひずみを極小まで補

正した良質の画像と画像解析手段が必

要である｡この要求に応ずるため,

LANDSAT一貫画像処理システムを

完成した[図9(a)]｡

LANDSATには走査形カラー画イ象セ

ンサとビジコン形高解像モノクローム画

像センサが搭載されている｡前者のセ

ンサによる画像のひずみ補正を目的と

して,去る昭和54年にLANDSAT地

上局システムを開発し宇宙開発事業団

に納入したが,このときに得たHIDIC
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(a)

図9 (a)LANDSAT一貫画像処王里システム,(b)画像解析例(積雪面積の推定)

80を中心とする全ディジタル式高速･

高精度画イ象処王里枝術をベースに,ビジ

コン形センサ川画イ象ひずみ補+上､画像

評価､情報検索及び画イ象応川解析のた

めの各種技術開発を独自に進め実現L

たものである｡

NASA(アメリカ航空宇宙hi)などの

既存システムと比較しても高い処理精

度をもっており,以下に述べる特長が

ある｡

(1)仝ディジタル方式の採用により,

形･状ひずみ補正精度は,残留ひずみ1

画素以下と高精度である(走査形,ビ

ジコン形とも)｡

(2)画像評価では,2段階挿i條マッチ

ング技法により,広い測定範閃(±16

画素)と高い測二道精度(測定誤差0.05

画素以下)の画像形状ひずみi判定を可

能にした｡

(3)画イ象解析では,60椎以上の単機能

プログラムモジュ【ルの組fナせにより,

多様なニーズヘの対応が容易である

(同園(b))｡

(4)HIDIC 80とアレイプロセ､ソサの

複(ナシステム構成により,システムの

コストパ【フオ∬マンスは高い｡

放送ビデオ

放送用ポータブノレカメラ

"sK-91”

放送用ポータブルカメラ"S K-91''

は,多様化する番組制作の要求に対応

するため開発したカメラで,特に機動件

ダ

(原 画 像)

(2次元ヒストグラム)

(分矩画像,灰色部分力漕)

と操作件を改善した｡きよう体はマグネ

シウムダイカスト製で,堅ろうかつ4.4

kgと軽量である｡槻ノ像管は一三-inである

が,S/N比の向上により,大形カメラ

に匹敵する画質が行られているtっ 機能

面では,レンズ絞りにう卓効するオート

ブラック,精度の高いオートホワイト,

自動ビーム回路などの自動調雪さレ+】路を

採川して操作件を改良している｡ENG

(エレクトロニクスニュースギャザリン

グ)カメラとしての使ノ‾‾t‾Jのほか,1,000

mの遠距離から制御できるDCU(ディ

ジタルコマンドユニット),画面を見やす

くする5inVF(ビュMファインダー),

近距離で制御するオペレーションパネ

ルなどとの組合せにより,EFP(エレ

クトロニクスフィールドプロダクショ

ン)カメラやスタジオバックアップカメ

ラとしての使用も‾叶能である(図10)｡

3板式二固体カラーカメラの開発

桜イ象管に代わるべき同体堀イ象素十の

開発が活発に行なわれているが,これ

を用いた同体カメラは,梶イ象管カメラ

に比べて,′J､形･軽量･低消費電力･

高信栢度という利点をもち,更に残像･

焼付･画像ひずみ･外部磁界の影響が

ないなど,従来揖係官のもっていたほ

とんどの問題点を解決することができ

る｡その反_面,解像度･青感度･ブル

ーミングなどの点でタ;っているが,こ

れらも技術の進歩とともに改良されつ

つある｡

サンプル画像デー
タの統計分析

ヒスト
グラム

主成分分析
結果

画像の分筆頁

(主軸レベルスライス珊

積雪面積

(b)

緑

緑

王

売

赤

雪のサン
画像デー

ヽ†二

日なた部

益
日陰部

雪領i

戯

図10 放送用ポータブルカメラ"SK一別''

の夕十観

二のような背景の下で,3校のMOS

形何体舶條素十を川い,画素二′た‖り納l川

ブ去,同石三パターン碓井王拐ミ去回路ノぇびレ

ジストレーション調幣機肺を考∠来する

ことにより,RGB3枇Jじ川休カラrカ

メラを開発し,業稚用として莫川でき

る高画質を得ることができた｡⊃ 表】に

その二上安性能を示す｡

表l カメラの糸念合性能

項 目 性 能

撮像素子画素数 320(H)×244(∨)

イ メ ー

ジサ イ ズ 8.8:く6.6mm(2′/31rり

解像度
水 平 400本

垂 直 350本

Sノ/′■N

(F4,2′000lx)

ランダム雑書 46dB

14･2MHz帯域周期性雑書 46dB

ダイナミックレンジ 7倍

カメラヘッド寸)去
高さ125×幅70〉′

長さ16Z(mm)

カメラヘッド重量 l･7kg

消 費 電 力 5.5W

三主:略語説明 H(Hor-ZOntal),∨(VertlCal)
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